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次
に
「

日
本

遺
産

を
生
か

し
た

関
係
博

物
館

等
の

利
用
促

進
に

つ
い

て
」
お

伺
い

致
し
ま

す
。 

昨
年
十

二
月

に
、
北
海
道

か
ら
北

東
北

に
連

な
る
、

縄
文
遺

跡
、

特
に

日
本
国

内
を

始
め
と

し
て
世

界
的

に
も
注

目
さ

れ
て

い
る
、
三
内
丸

山
遺

跡
を

中
心
に

、

「

北

海

道

・

北

東

北

の

縄

文

遺

跡

群

」

を

世

界

に 
 

発

信

す

べ

く

、

世

界

文

化

遺

産

登

録

に

向

け

、 
 

 

推
薦
書

が
政

府
か

ら
ユ
ネ

ス
コ

に
提
出

さ
れ
ま

し
た

。

縄
文
文

化
へ

の
更

な
る
注

目
は

高
ま
っ

て
い
ま

す
。 

本
県
に

目
を

向
け

ま
す
と

、
平

成
三
十

年
五

月
、

八
ヶ
岳

を
中

心
と

し
た
山

梨
県

と
長
野

県
に
跨

が
る

地
域
の

、
縄

文
文

化
に
関

す
る

ス
ト
ー

リ
ー
が

日
本

遺
産
に

認
定

さ
れ

た
と
こ

ろ
で

あ
り
ま

す
。 

国

内

で

も

希

少

な

黒

曜

石

鉱

山

を

基

盤

と

し

た 

豊

か

な

縄

文

文

化

が

繁

栄

し

た

こ

の

地

域

で

は

、 

国

宝

や

重

要

文

化

財

と

な

っ

た

土

偶

や

、

様

々

な 

動

物

が

描

か

れ

た

土

器

な

ど

が

出

土

し

、

今

か

ら 

五
千
年

ほ
ど

前
の

縄
文
時

代
中

期
の
遺

構
、
遺

物
に

出
会
う

こ
と

が
で

き
ま
す

。 
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研
究
に

よ
り

ま
す

と
、
先

の
青

森
県
の

三
内

丸
山

遺
跡
で

は
、

こ
の

長
野
県

産
の

黒
曜
石

が
矢
の

先
に

着
け
る

鏃
に

加
工

さ
れ
、

完
成

品
と
し

て
持
ち

込
ま

れ
た
と

い
う

、
遠

く
青
森

ま
で

の
交
易

も
確
認

さ
れ

て
い
る

よ
う

で
す

。 

国
指
定

史
跡

で
あ

る
北
杜

市
の

梅
之
木

遺
跡

や
、 

金

生

遺

跡

を

始

め

、

甲

府

市

、

韮

崎

市

、

南

ア

ル 
 

プ
ス
市

、
北

杜
市

、
笛
吹

市
、

甲
州
市

に
設
置

さ
れ

て

い

る

、

県

内

八

つ

の

博

物

館

等

に

は

、 
 

 
 

 

重
要
文

化
財

と
し

て
指
定

さ
れ

た
、
こ

の
地
域

特
有

の
六
千

六
百

余
点

も
の
縄

文
時

代
の
土

器
・
土

偶
を

は

じ

め

と

す

る

遺

物

が

収

蔵

さ

れ

、

質

・

量

と

も 
 

地
域
の

貴
重

な
財

産
で
あ

る
と

考
え
て

お
り
ま

す
。 

こ
の
素

晴
ら

し
い

観
光
資

産
に

も
資
す

る
、

構
成

資

産

か

ら

な

る

日

本

遺

産

「

星

降

る

中

部

高

地

の 

縄
文
世

界
」
の
魅

力
を
十

分
に
伝

え
る

た
め

、
山

梨

、

長

野

両

県

と

、

こ

の

エ

リ

ア

十

四

市

町

村

で

構

成 

す

る

協

議

会

で

は

、

情

報

発

信

や

人

材

育

成

、 
 

 

普
及
啓

発
や

観
光

事
業
化

な
ど

に
取
り

組
ん
で

い
る

と
お
聞

き
し

て
お

り
ま
す

。 
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し

か

し

こ

れ

ら

が

多

く

の

方

々

に

周

知

さ

れ

、 
県
内
博

物
館

が
利

用
さ
れ

て
い

る
と
は

言
え
な

い
と 

感
じ
て

お
り

ま
す

。
そ
こ

で
質

問
し
ま

す
、 

東
京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ
ッ

ク
が

開
催

さ
れ
、

国
内

外
か

ら
の
多

く
の

来
県
者

が
見
込

ま
れ

る

中

、

山

梨

が

誇

る

縄

文

文

化

を

多

く

の

人

々

に 

知

っ

て

も

ら

い

、

日

本

遺

産

を

生

か

し

た

関

係 
 

博

物

館

等

の

、

来

館

促

進

を

図

る

取

り

組

み

を 
 

行

わ

な

い

手

は

な

い

も

の

と

考

え

ま

す

が

、 
 

 

ど
の
よ

う
に

取
り

組
み
を

進
め

て
い
く

の
か
ご

所
見

を
お
伺

い
し

ま
す

。 

 教
育
長 

答

弁 

日
本
遺

産
「

星
降

る
中
部

高
地

の
縄
文

世
界

」
の

構
成
文

化
財

群
を

展
示
す

る
、

県
立
考

古
博
物

館
ほ

か
開
館

中
の

６
施

設
に
お

け
る

令
和
元

年
の
利

用
者

数
は
、

日
本

遺
産

認
定
前

に
比

べ
、
１

．
７
％

の
微

増
に
と

ど
ま

る
な

ど
、
日

本
遺

産
を
活

用
し
た

博
物

館
等
の

利
用

促
進

は
重
要

な
課

題
で
あ

る
と
考

え
て

お
り
ま

す
。 
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山
梨
長

野
両

県
が

事
務
局

を
務

め
る
、

日
本

遺
産

の
事
業

推
進

母
体

で
あ
る

甲
信

縄
文
文

化
発
信

・
活

性
化
協

議
会

で
は

、
事
業

推
進

体
制
を

整
備
し

、
平

成
３
１

年
３

月
か

ら
、
ガ

イ
ド

ブ
ッ
ク

や
、
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

な
ど

に
よ

る
情
報

発
信

を
は
じ

め
た
と

こ
ろ

で
あ
り

ま
す

。 

加
え
て

、
関

係
博

物
館
等

が
所

蔵
す
る

土
偶

を
訪

ね

る

御

朱

印

め

ぐ

り

「

土

偶

３

３

番

札

所(

ふ

だ

し

ょ)

め
ぐ

り
」
や
、
児
童
生

徒
が

こ
れ
ら

博
物

館

の
見

学
等
を

通
し

て
、
縄
文

遺

産
を
学

ぶ
体

験
型

旅
行
を

、

来
月
か

ら
実

施
す

る
こ
と

と
し

て
お
り

ま
す
。 

ま
た
、

本
県

独
自

の
取
り

組
み

と
し
て

、
や

ま
な

し
観
光

推
進

機
構

に
よ
る

、
県

内
関
係

博
物
館

等
と

地
域
の

観
光

施
設

と
を
結

ぶ
山

梨
版
観

光
ツ
ア

ー
の

開
発
、
開
催

に
協

力
し
て

き
た
と

こ
ろ

で
あ

り
ま
す

。 

今
後
は

、
地

域
の

Ｄ
Ｍ
Ｏ

な
ど

に
も
働

き
か

け
、

縄
文
文

化
を

生
か

し
た
新

た
な

観
光
ツ

ア
ー
の

造
成

を
促
す

な
ど

、
東

京
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
・

パ
ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク
開

催
の

機
を

と
ら
え

た
、

関
係
博

物
館
等

へ
の

来
館
促

進
に

努
め

て
参
り

ま
す

。 


